















































































































































    「決まった動きをつなぎ合わせるのはどうか。人と違う動きをするのが（ヒップホップ）の
    特徴だ。」ともいわれた。（公開授業のクラスではない）C組では，3つのステップを組み合
    わせてやっている。
向 当：ヒップホップを教えるのではなく，それを通して何を教えるのかが大切なのでは。集団演技

















































    生徒Sからのコメントは本当なのか。実際の姿とずれている。子どもの状態がわかる学びの






    はひろえたけど…。
Y先生：私が見ていたグループは，ワークシートに書いてあることをしゃべっているだけだった。
S先生：丸1時間見ていた。ちょっと見るだけでは見えない。過去に10分だけ提案授業を見に行った















































































    いう感じ。このサブテーマの「個の学びを高める」というのは，グループ活動によってあい
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S先生：「オーシャンゼリゼ」「かえるのうた」を自分たちにアレンジする。楽器の種類や声を使うが，
    子どもたちの考えが浅いので，子どもたちが調べる。こうしてコミュニティがつくられてい












    観察することにした。ばねを2つのニュートンはかりで引っ張る実験をして，ばねにおもり
    をつるしてそのばねの途中を持つのと上の方を持つのではどららがばねが伸びるかを検証し
    ていた。上の方を持つ方がはねが伸びることと重く感じることから，綱を長く持った方がよ
    いという結論に達していた。
Y先生：生徒Aと生徒Rの体育の授業との違いを見たくて，2班に注目していた。生徒AとRは，お
    もりをどこに付ければいいかで盛り上がっていたが，生徒Kは勢いよく弓1く方がよいと考え，
    それを一人検証しようとしていた。12時20分ころから持つ位置の違いによる引くカの大きさ




    台を離れ手の試行錯誤が続いていた。この単元のデザインが，習得一活用の流れなら，それまで
























    紙にあった通り，班全体の事実から個の視点で見取った上で，授業が見ていくこととした。
    全体を通した話すことにより，後半の授業のデザインという方に持っていきたかった。本時
    は，自分が考えを深めていく場面が多かった。次時なら子どもの考えの変容が見えたかも知
    れない。全体の申で，手立て論になっていくのではと危惧していた。今回の授業が協働探究
    をデザインするということで，授業自体は，子どもの意見がたくさん出ていたおもしろかっ
    た。研究会では，提案まではもっていけ意かった。
E先生：自分の経験から意見を言っていた。科学的根拠がないことも多かった。本当に意味があるか
    を考えていく中で，気づいていくことが個の学びを高めるのでは。本時は経験と科学的思者
    をつなげる授業。至民中や丸岡南中の研究会に参加して，見取りだけで終わってしまってい
    ると感じることがある。手立て論，タブー視せず考えていく必要があるのでは。
向 当：1時間だけでなく，今後の展望ということを考えていた。理科は大きいところから入って，
    すぽめていくことが大切ということを全員が感じた。見取りにくくて話しにくい授業ではな
    く，今回はデザイン的なことも含めて可能性を語ったのが大きいと思う。来年の単元構想が
    見えたと本人も言っていた。





























    もデザイン。今回は習得が切れているように感じた。前やっているのであれば，出てこなく
    てはいけない。あとで習得させていくやり方もある申で，今回はどうだったのか。
研究主任：今の向当先生の発言は，最近意識している課題。11月φ旬に授業を見てもらおうと思っ
    ている。昨年は化学反応式に関して，粒で考えていくことをやった上で見ていただいた。そ
    こでどれだけ化学反応式を有効利用できるかが大切だが，化学反応式白体を使っていないと
    思った。今年は同じような授業をするが，概念なしに授業に取り組ませたときに，探究活動
    で概念をどのように作っていくかということをねらいたい。知識は使わないと自分に落ちて
    いかない。永廣先生は今回の授業に向けて，時間がない中で詰め込み的に授業をしたようだ。
    そのため生徒に残っていないと感じる。しみこむ時間が必要。
向 当：黒板で分類したことが，概念ではなかったか。ここがしみこむ時間だったのでは。あとでし
    みてくるのかもしれないが。
56 Studies in and on Tead1er Education Vo1．22009．2
教師教育研究Vol．2
丁先生1摩擦という専門用語がやっと出てきた。これを前の時間にやったよねとか触れていかなくて

























    ったグループの様子を話していることを，司会が見取って，しゃべってもらうか，収束して
    いくか見極めなければならない。今まで区切って司会をしていくことが染みついている。司
    会者とはという命題を自分に投げつけてしまう。今回は子どもの思考を追うことができた。
丁先生：N先生に失敗したと感じたことを話してもらうとよかったのでは。放課後N先生としゃべっ
    た。私は本校に来たときは，頭の中に本時の目標から始まるPDSサイクルがあり，その中で
    授業を考えていた。この学校は探究型なので迷っていてもいい。富谷君は知識で言ったこと
    が実証できな1いと分かったことが学びだった。
向 当：永廣先生は分類とか，発表させたことが自分のイメージと違っだということが，失敗と感じ
    ていたのではと思う。子どもが失敗したほうが授業は見やすい。丸岡南の授業は見ていて面
    白くなかった。
Y先生：研究授業はいい授業を見せないといけないと思っているのでは。それが子どもにとってよか
    ったかは，分からないが。
向 当：研究授業ではなく提案授業。新しいことに挑戦していくことが大切。
Y先生の授業研究会の司会者として，昨年もその難しさを訴えている。また，研究授業

















    空論ではないので．多様な蓄えが出てきている。教科の専門用語を使っていきながら，何が
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S先生：C部会の提案授業で見てほしい点として，「数学の核となる学び『関係を探り構造をつかむ』
    との関連」とrグループ」になっている。
向 当：この数学の授業によって，1つの式に意味があると思うようになるのではないか。自分も受
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